
年度

授業の種類 講義/演習 講師名

23回 時間数  45時間 (2単位) 配当学年・時期 後期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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【　準備学習・時間外学習　】

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

高齢者用装具（変形性関節症など）

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

高齢者用装具（変形性関節症など）

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

側彎症

側彎症

側彎症

側彎症

側彎症

側彎症

2020 授業概要　

側弯症や膝内障、小児疾患、糖尿病、浮腫の装具療法についての概要を説明できる。

側彎症

側彎症

講義内容

義肢装具士として、東北補装具製作所、前橋義肢製作所、 カンボジアトラスト義肢プロジェクト、義肢財団　9年8ヶ月　に勤務。

義肢装具士科教員としてカンボジア義肢装具養成校、マヒドン大学シリントン義肢装具士養成校、スリランカ義肢装具士養成校に

勤務。

側彎症用装具、膝軟性装具、小児装具、糖尿病、浮腫などの適応疾患やそれぞれ装具の特徴および選択方法について理解する。

講義およびデモンストレーション

科目名 特殊装具学

授業回数 義肢装具士科3年

高齢者用装具（変形性関節症など）

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

小児疾患(内反足用装具・先天性股関節脱臼用装具・ペルテス病装具)

高齢者用装具（変形性関節症など）

高齢者用装具（変形性関節症など）

予習・復習を行う
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科目名 特殊装具学

授業回数 義肢装具士科3年

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

試験（終講試験・小テスト・レポート含む）

書籍名 著者名 出版社

義肢装具のチェックポイント　第7版 医学書院


